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安
定
供
給
の
た
め

平
成
１４
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
の
概
要

経経
営営
基基
盤盤
のの
強強
化化
をを
継継
続続

経
費
を
極
力
抑
制

水
道
局
で
は
長
引
く
不
況
に

よ
る
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、

少
し
で
も
長
く
現
行
料
金
を
維

持
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
平

成
１３
年
度
か
ら
平
成
１５
年
度
ま

で
の
３
ヵ
年
の
財
政
計
画
を
た

て
水
道
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
１４
年
度
は
、
収
入
面
に

お
い
て
、
給
水
人
口
は
震
災
前

よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
長

期
に
わ
た
る
景
気
の
低
迷
や
節

水
型
の
給
水
機
器
の
普
及
な
ど

に
よ
り
、
一
人
当
た
り
の
使
用

水
量
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
給

水
収
益
の
大
幅
な
伸
び
は
期
待

で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
支

出
面
に
お
い
て
は
事
務
事
業
の

見
直
し
を
行
い
、
安
定
給
水
に

支
障
の
な
い
範
囲
で
極
力
経
費

を
切
り
つ
め
た
予
算
に
な
っ
て

い
ま
す
。

将
来
の
支
出

増
加
に
向
け
て

平
成
１４
年
度
予
算
の
内
容
は

左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
の

予
算
（
収
益
的
収
支
）
は
、
水

道
料
金
な
ど
の
収
入
を
１
１
５

億
３
９
０
０
万
円
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

こ
れ
に
対
す
る
経
費
は
１
１

２
億
４
７
０
０
万
円
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
経
費
の
主
な
も
の

は
、
維
持
管
理
費
、
阪
神
水
道

企
業
団
な
ど
か
ら
の
水
購
入
費
、

施
設
の
減
価
償
却
費
及
び
企
業

債
（
借
入
金
）
利
息
の
償
還
金

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
と
支
出
の
差
額
で
あ
る

２
億
９
２
０
０
万
円
余
り
の
黒

字
は
剰
余
金
と
し
て
、
将
来
の

支
出
増
加
に
対
処
す
る
た
め
に

繰
り
越
し
ま
す
。

施
設
の
整
備
と

保
安
対
策

次
ぎ
に
水
道
施
設
を
つ
く
る

た
め
の
予
算
（
資
本
的
収
支
）

は
、
経
費
と
し
て
４０
億
４
０
０

万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
と
し
て
浄
・
配
水

施
設
の
整
備
事
業
で
は
丸
山
浄

水
場
の
受
変
電
設
備
改
良
工
事

の
ほ
か
、
緊
急
貯
水
槽
を
南
甲

子
園
小
学
校
に
、
ま
た
、
鷲
林

寺
南
配
水
池
に
緊
急
遮
断
弁
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
配
水
管
の
整
備
事
業
と
し
て
、

道
路
建
設
等
に
伴
う
配
水
管
の

布
設
工
事
な
ど
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
浄
水
場
等
施
設
の
保

安
対
策
事
業
と
し
て
テ
レ
ビ
カ

メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
等
の
監
視
設

備
の
設
置
や
監
視
・
警
備
業
務

な
ど
に
１
億
３
６
０
０
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
事
業
の
財
源
と
し
て

企
業
債
（
借
入
金
）
や
工
事
負

担
金
な
ど
１２
億
８
３
０
０
万
円

を
充
て
ま
す
が
、
不
足
分
２７
億

２
１
０
０
万
円
に
つ
い
て
は
、

減
価
償
却
費
な
ど
の
留
保
し
て

き
た
自
己
資
金
で
補
て
ん
す
る

予
定
で
す
。

安
定
給
水
の
た
め
に

今
後
に
お
い
て
は
、
震
災
復

興
関
連
の
企
業
債
（
借
入
金
）

の
元
利
償
還
が
本
格
化
す
る
こ

と
に
加
え
、
更
新
時
期
を
迎
え

て
い
る
施
設
の
近
代
化
や
改
良

事
業
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
た
め
の
財
源
確
保

も
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
局
と
し
て
は
今
後
と
も

財
政
的
に
は
厳
し
い
経
営
環
境

に
は
あ
り
ま
す
が
、
転
居
に
伴

う
精
算
業
務
を
外
部
委
託
す
る

な
ど
経
営
改
善
を
実
施
し
、
適

正
か
つ
効
率
的
な
事
業
運
営
を

図
り
、
現
行
料
金
の
維
持
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
施
設
整
備
計
画
を
策
定

西
宮
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
２１

水
道
局
で
は
、
こ
の
ほ
ど
水

道
施
設
整
備
の
長
期
計
画
と
し

て
「
西
宮
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
２１
（
施
設
整
備
計

画
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

本
市
の
水
道
施
設
は
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
教
訓
か

ら
平
成
８
年
３
月
に
西
宮
市
水

道
施
設
耐
震
化
基
本
計
画
を
策

定
し
、
耐
震
化
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。
南
部
水
道
で
は
水
道
施

設
の
大
半
が
老
朽
化
し
、
更
新

時
期
を
迎
え
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
更
に
、
小
規
模
な
も

の
、
耐
震
性
が
低
い
も
の
な
ど

が
多
く
、
全
て
を
耐
震
化
す
る

こ
と
は
多
大
な
費
用
を
要
し
、

維
持
管
理
が
煩
雑
で
あ
る
こ
と

や
今
後
の
水
質
基
準
の
強
化
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
本
計
画

で
は
６
ヶ
所（
武
庫
川
、
北
山
、

越
水
、
中
新
田
、
鯨
池
、
鳴
尾
）

の
浄
水
場
を
２
ヶ
所
（
鯨
池
、

鳴
尾
）
に
統
合
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

そ
の
他
、
�
施
設
、
管
路
の

事
故
や
渇
水
対
策
へ
の
対
応
�

よ
り
安
全
な
水
の
供
給
、
�
管

理
の
容
易
な
施
設
、�
省
資
源
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
推
進
な

ど
４
項
目
の
課
題
（
目
標
）
を

長
期
的
（
計
画
目
標
年
度
３７
年

度
）
指
針
と
し
て
設
定
し
、
今

後
の
水
道
施
設
整
備
を
展
開
し

て
い
く
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

本
計
画
に
要
す
る
総
事
業
費

は
、
約
７
４
５
億
円
と
多
大
な

費
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

施
設
整
備
に
よ
る
効
果
や
効
率

性
を
考
慮
し
て
整
備
優
先
順
位

を
定
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
本
計
画
に
つ
い
て
は
、

折
に
ふ
れ
市
民
の
皆
様
に
説
明

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。問

合
わ
せ
は
水
道
局
計
画
課

（
０
７
９
８
・
３
２
・
２
２
１

７
）
へ
。

水
質
検
査
を
口
実
に
各

家
庭
を
訪
れ
、
水
道
水
が

試
験
薬
で
黄
色
に
変
色
し

た
の
を
見
せ
て
、
汚
染
さ

れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
説

明
し
、
浄
水
器
の
購
入
を

強
引
に
勧
誘
す
る
業
者
に

対
す
る
苦
情
が
水
道
局
に

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
水

道
水
に
は
国
の
基
準
で
衛

生
上
必
要
と
さ
れ
る
塩
素

が
入
っ
て
お
り
、
こ
の
試

験
薬
は
た
ぶ
ん
水
道
水
に

含
ま
れ
る
殺
菌
用
の
残
留

塩
素
を
調
べ
る
試
薬
で
、

黄
色
に
変
色
す
る
の
は
安

全
の
印
で
す
。

水
道
局
で
は
日
頃
よ
り

厳
重
な
水
質
管
理
の
も
と

市
民
の
皆
さ
ま
に
安
心
し

て
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
安

全
な
水
道
水
を
お
届
け
し

て
お
り
、
浄
水
器
等
の
販

売
は
い
っ
さ
い
し
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
十
分
に
ご
注

意
下
さ
い
。

浄
水
器
の
強
引
な
販
売
に
ご
注
意
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平
成
１４
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
が
３
月
定
例
市
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
１４
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
は
、
平
成

１３
年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ
６
億
５
１
０
０
万
円
少
な
い
緊
縮
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
平
成
１４
年
度
の
予
算
の
概
要
と
主
な
事
業
・
施
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
問
合
わ
せ
は
水
道
局
経
営
管
理

課
（
０
７
９
８
・
３
２
・
２
２
０
４
）
へ
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ま
た
、
６
月
の
水
道
週
間
に

合
わ
せ
て
高
齢
者
世
帯
を
対
象

に
水
道
設
備
（
給
水
装
置
）
の

無
料
点
検
を
行
う
な
ど
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
努
め
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
安
心
し
て
ご
使
用
い
た

だ
け
る
安
全
な
水
を
安
定
的
に

お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
。

収入収入 
1,283 
百万円百万円 

平成14年度予算の内訳 支出総額152億5,100万円 

収益的収支 
水道料金を主な収入とし、水道水をつくったり各家
庭に送る施設を維持管理するために必要な経費を中
心とした営業活動の収支です。（単位百万円） 

資本的収支 
老朽化した水道施設を整備したり新たに水道施設を
つくるための事業費を中心とした収益的収支以外の
収支です。（単位百万円） 

収入 
11,539百万円 

支出 
11,247百万円 

水道料金水道料金 
10,199

分担金846 その他494

黒字292

維持管理経費維持管理経費 
4,807

水購入費水購入費 
3,052

減価償却費減価償却費 
等2,025

企業債償還利息企業債償還利息 
1,120

その他243

その他77

企業債企業債 
903

その他　199

企業債企業債 
償還金償還金 
1,460

事務事務 
費等費等 
491

　浄水・配水　浄水・配水 
施設の整備施設の整備 
1,089

配水管配水管 
の整備の整備 
765

当年度消費税資本 
的収支調整額　79

損益勘定損益勘定 
　留保資金　留保資金 
　　　　2,642

不足額 
2,721百万円 

新しく水道を申込まれ
たり、口径を大きくし
たりしたときにメータ
ーの口径に応じていた
だくお金です。　　　 

水をつくり各家庭に
送るための経費や水
道メーターの検針、
料金を収納するため
の費用です。 

経費のうちお金の
支出を伴わない減
価償却費などです。 

水道管を布設する費用
のうち負担金としてい
ただくお金です。 
 

水道の施設をつ
くるために借り
るお金です。 
 

水道管を布設する
ための費用です。 
 

水道の施設を新し
くするための費用
です。 

水道の施設をつく
るために借りたお
金の元金を返済し
ます。 

阪神水道企業団や県営
水道から水道水を貰う
ための費用です。 

水道の施設を
つくるために
借りたお金（企
業債）の利息
です。 

水道のご使用者の皆
様から支払っていた
だくお金です。 

水道の施設には寿命があり、
年々その価値が減少していく
ので、施設の寿命の年数に応
じて１年ずつその価値が減少
する分を費用化したものです。 

建設建設 
改良改良  
に要に要    
するする      
経費経費        2,345

収入 
1,283 
百万円 

工事負担金 303

企業債 
903

企業債 
償還金 
1,460 　浄水・配水 

施設の整備 
1,089

配水管 
の整備 
765

損益勘定 
　留保資金 
　　2,642

建設 
改良  
に要    
する      
経費        2,345

水道料金 
10,199

分担金846

維持管理経費 
4,807

水購入費 
3,052

減価償却費 
等2,025

企業債償還利息 
1,120

支出 
4,004百万円 

事務 
費等 
491


